
「

報
知
叢
談
」
論

嘉

坡

通

信

―
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
小
説

―

桒
原

丈
和

は
じ
め
に

「

報
知
叢
談
」
は
『
郵
便
報
知
新
聞

』
（
報
知
社
発
行
）

１

紙

嘉
坡

通
信

上
に
一
八
八
六
年
十
月
か
ら
一
八
八
九
年
の
年
末
に
か
け
て
掲
載

さ
れ
て
い
た
小
説
の
シ
リ
ー
ズ
連
載
を
総
称
す
る
タ
イ
ト
ル
で
あ

る
。
一
回
完
結
の
も
の
か
ら
八
十
七
回
連
載
の
も
の
ま
で
、
二
十

九
編
の
小
説
が
、
シ
リ
ー
ズ
全
体
の
枠
組
を
提
示
し
た
初
回
を
含

め
て
、
総
計
六
百
十
八
回
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
回
分
の
字
数
に

は
幅
が
あ
る
が
、
一
段
が
二
十
三
字
×
四
十
三
行
を
基
本
と
す
る

文
字
組
み
で
最
も
長
い
回
は
四
段
で
四
千
字
弱
（
一
八
八
六
年
十

月
二
日
）
、
最
も
短
い
も
の
は
一
段
の
半
分
の
二
十
四
行
で
五
百

字
強
（
一
八
八
八
年
十
二
月
十
五
日
）
で
あ
り
、
実
際
は
そ
の
中

間
の
二
段
前
後
で
二
千
字
程
度
と
い
う
回
が
多
い
。
当
時
の
『
郵

便
報
知
新
聞
』
は
四
面
構
成
で
、
第
一
面
が
一
番
上
に
題
字
が
あ

る
た
め
に
四
段
、
第
二
面
が
五
段
、
第
三
面
も
五
段
だ
が
四
段
目

・
五
段
目
は
広
告
が
入
る
こ
と
が
多
く
、
第
四
面
は
す
べ
て
広
告

が
占
め
て
い
る

２

。
つ
ま
り
、
全
体
で
十
二
段
ほ
ど
し
か
な
い
本

文
部
分
の
う
ち
の
四
割
か
ら
一
割
程
度
を
小
説
に
割
い
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
後
年
の
新
聞
と
比
較
す
る
と
小
説
の
全
体
に
占
め
て

い
る
割
合
が
ず
い
ぶ
ん
と
大
き
か
っ
た
と
い
う
の
が
わ
か
る
だ
ろ

う
。た

だ
、
そ
れ
だ
け
の
分
量
を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
報
知
叢
談
」
は
従
来
の
日
本
近
代
文
学
研
究
・
日
本
近
代
文
学

史
に
お
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
翻

訳
文
学
の
歴
史
の
中
で

３

、
ま
た
新
聞
小
説
の
歴
史
の
中
で

４

、
さ

ら
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
翻
訳
し
た
と
考
え
ら
れ
る
森
田
思
軒
に
つ

い
て
論
じ
る
中
で

５

、
そ
の
存
在
や
意
味
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は

あ
る
。
し
か
し
、
外
国
の
小
説
の
翻
訳
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
ま
た

い
ま
だ
新
聞
に
文
芸
欄
も
小
説
欄
も
存
在
し
な
い
時
期
に
連
載
さ

れ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
日
本
の
近
代
文
学
が
本
格
的
に
始
動
す
る



前
の
も
の
、
前
近
代
的
な
も
の
と
見
な
さ
れ
認
め
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
近
代
文
学
史
に
お
い
て
「
報
知
叢
談
」
が
連
載
さ
れ
て
い

た
時
期
は
、
坪
内
逍
遙
の
「
小
説
神
髄
」
（
一
八
八
五
～
六
年
）

お
よ
び
「
当
世
書
生
気
質
」
（
一
八
八
五
～
六
年
）
に
よ
る
登
場

と
、
そ
れ
に
対
し
て
継
承
か
つ
批
判
的
に
現
れ
た
二
葉
亭
四
迷
の

「
小
説
総
論

」
（
一
八
八
六
年
）
や
「
浮
雲
」
（
一
八
八
七
～
九

年
）
の
先
進
性
が
強
調
さ
れ
る
時
期
で
あ
る
。
そ
こ
で
提
示
さ
れ

た
新
し
い
文
学
の
可
能
性
が
、
い
か
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
か
（
ま

た
は
い
か
に
見
失
わ
れ
て
い
っ
た
か
）
が
文
学
史
・
文
学
研
究
に

お
け
る
問
題
の
主
軸
と
な
っ
て
い
っ
た
。
同
時
代
に
存
在
し
て
い

た
『
郵
便
報
知
新
聞
』
紙
上
の
「
報
知
叢
談
」
や
そ
の
他
の
新
聞

紙
上
に
お
け
る
饗
庭
篁
村
や
黒
岩
涙
香
た
ち
の
活
躍
な
ど
は
、
お

よ
そ
文
学
の
名
に
値
し
な
い
も
の
、
文
学
以
前
の
存
在
と
し
て
扱

わ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、
当
時
存
在
し
て
い
た
小
説
全
体
の
中

で
は
坪
内
逍
遙
や
二
葉
亭
四
迷
の
存
在
は
、
末
流
と
ま
で
は
言
え

な
い
に
し
て
も
、
い
く
つ
か
あ
る
流
れ
の
一
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た

の
で
あ
り
、
そ
れ
を
文
学
史
の
本
流
と
し
て
し
ま
う
の
は
一
つ
の

偏
っ
た
価
値
観
・
文
学
観
に
基
づ
い
た
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

従
来
の
観
点
に
代
え
て
他
の
小
説
を
本
流
と
し
て
価
値
づ
け
る
の

で
あ
れ
ば
、
同
じ
よ
う
に
あ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
そ
こ
に
発
動
さ

せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
小
説
を
論
じ
る
上
で
、
あ
る
価
値
観

に
従
っ
て
評
価
や
位
置
づ
け
を
行
っ
て
し
ま
う
事
自
体
は
な
か
な

か
避
け
に
く
い
こ
と
な
の
だ
が
、
そ
の
評
価
を
絶
対
視
し
て
小
説

ジ
ャ
ン
ル
が
持
っ
て
い
る
多
様
な
側
面
・
可
能
性
を
一
部
分
に
限

定
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

本
論
で
は
、
ま
ず
「
報
知
叢
談
」
が
ど
の
よ
う
な
小
説
を
掲
載

し
て
い
た
か
を
全
体
的
に
把
握
し
、
ま
た
『
郵
便
報
知
新
聞
』
紙

上
で
ど
の
よ
う
な
機
能
を
担
っ
て
い
た
か
の
検
討
を
通
し
て
、
小

説
ジ
ャ
ン
ル
が
持
つ
、
狭
い
意
味
で
の
文
学
と
は
違
う
側
面
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

１

「

報
知
叢
談
」
に
つ
い
て

嘉

坡

通

信

『
郵
便
報
知
新
聞
』
が
小
説
を
掲
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰
国
し
た
龍
渓
矢
野
文
雄
が
編
集
の
中
心
に
な
っ

た
一
八
八
六
年
以
降
で
あ
る
。
一
八
八
六
年
九
月
十
六
日
に
「
矢

野
文
雄
の
意
見
を
採
用
」
し
た
と
い
う
「
改
良
意
見
書
」
が
掲
載

い

け

ん

さ
い
よ
う

さ
れ
、
自
由
民
権
運
動
の
凋
落
に
伴
う
発
行
部
数
の
低
下
の
対
策

と
し
て
、
手
に
入
り
や
す
い
よ
う
に
値
段
を
下
げ
る
、
わ
か
り
や



す
い
俗
語
を
用
い
た
上
に
使
う
文
字
の
数
を
減
ら
し
ま
た
漢
字
に

ふ
り
が
な
を
付
け
る
、
「
士
君
子
」
向
け
と
「
婦
人
」
向
け
の
二

種
の
社
説
を
載
せ
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
〈
大
新
聞
〉
の
枠
を
脱
し
、

よ
り
多
く
の
読
者
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
「
改
良
」
が
こ

れ
以
降
目
指
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
改
良
意
見
書
」
そ
の
も
の
に

は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
「

報
知
叢
談
」
（
以
下
「
報

嘉

坡

通

信

知
叢
談
」
と
略
す
）
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
そ
の
「
改

良
」
の
流
れ
の
中
に
あ
る
。

「
報
知
叢
談
」
は
翌
月
十
月
一
日
か
ら
掲
載
が
開
始
さ
れ
る
。

現
在
の
新
聞
小
説
の
よ
う
に
毎
日
欠
か
さ
ず
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
翻
訳
者
の
事
情
や
他
の
記
事
と
の
関
連
で
時
に
断
続
的
な
掲

載
に
な
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
以
降
小

説
は
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
紙
面
の
中
で
大
き
な
位
置
を
占
め
る

よ
う
に
な
る
。

「
報
知
叢
談
」
は
原
作
者
・
訳
者
を
異
に
す
る
様
々
な
長
さ
の

小

説

を

集

め

た

連

載

で

あ

り

、
「

社

員

矢

野

の

知

人

な

る

在

新
嘉
坡
英
人
ジ
ョ
セ
ー
ブ
、
ク
ラ
ー
ク
氏
」
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

マ
マ

「
世
界
万
国
の
人
の
持
ち
寄
る
物
語
」
と
い
う
大
枠
の
設
定
を
持

っ
て
い
た

６

。
紙
面
で
も
、
そ
の
設
定
を
活
か
し
て
「
徐

世
、
具
羅

ジ
ヨ
セ
ー
フ

ク
ラ
ー
ク

氏
第
一
回
の
通
信
ハ
此
に
て
畢
り
た
れ
ど
も
明
九
日
横
浜
入
港
の

を
は

東
西
会
社
の
郵
船
便
に
ハ
必
ず
其
第
二
回
通
信
到

着
す
へ
き
筈

ゆ
う
せ
ん
び
ん

と
う
ち
や
く

に
候
へ
ハ
一
両
日
中
に
ハ
引

続

て
種
々
の
奇
話
を
訳
出
致
す
様

ひ
き

つ
ヾ
い

し
ゆ

く

き

わ

相
成
る
積
に
御
座
候
」
（
一
八
八
六
年
十
月
八
日
）
、
「
除
世
布
氏

ヂ

ヨ

セ

フ

の
来
状
ハ
一
先
つ
此
に
て
相
切
れ
候
得
共
近
ゝ
来

着
の
郵
船
之

あ
ひ

き

ら
い
ち
や
く

ゆ
う
せ
ん

れ
あ
り
候
故
、
今
四
五
日
の
中
に
ハ
又
新
奇
な
る
物

語
を
訳
載

し

ん

き

も
の
が
た
り

や
く
さ
い

す
る
こ
と
と
相
成
り
可
申
候
」
（
一
八
八
六
年
十
一
月
七
日
）
と
、

続
き
を
待
つ
読
者
へ
の
言
い
訳
が
な
さ
れ
た
り
も
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
紙
面
改
良
か
ら
「
報
知
異
聞
」
開
始
ま
で
の
時
期
、

一
八
八
六
年
九
月
十
九
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
「
本
紙
上
に
一
種

ほ
ん
し
ヾ
や
う

い
つ
し
ゆ

の
小
説
を
相
掲
げ
」
る
こ
と
を
告
げ
る
広
告
が
六
日
続
け
て
掲
載

せ
う
せ
つ

あ
ひ

か
ヽ

さ
れ
て
い
た
。
「
社
友
九
名
更
る

く
三
四
日
読
切
り
の
小
説
を

し
や
ゆ
う

く

め

い

か
は

よ

み

き

せ
う
せ
つ

訳

述
し
又
ハ
自
作
し
匿
名
に
て
之
を
本
紙

上

に
載
す
る
事
」
と

や
く
し
ゆ
つ

じ

さ

く

と
く
め
い

ほ

ん

し

じ
や
う

の

い
う
広
告
と
す
べ
て
が
一
致
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
も
の
の
、
読

者
に
は
「
報
知
異
聞
」
が
予
告
さ
れ
て
い
た
「
小
説
」
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
次
第
に
紙
面
で
も
「
小
説
」
と
呼

ば
れ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
隠
さ
な
く
な
っ
て
い
く
よ
う

に
な
る

７

。
た
だ
し
広
告
の
言
う
「
世
界
万
国
の
」
「
物
語
」
を

掲
載
す
る
と
い
う
主
旨
だ
け
は
最
後
ま
で
貫
か
れ
て
い
る
。
ま
ず

は
全
体
を
把
握
す
る
た
め
に
タ
イ
ト
ル
・
紙
面
に
記
載
さ
れ
た
訳

者
名
・
連
載
期
間
（
回
数
）
と
共
に
、
こ
の
後
の
論
点
の
た
め
に

ど
の
よ
う
な
地
域
が
舞
台
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
か
を
列
挙
し
て

お
こ
う
。
な
お
、
地
名
の
う
ち
現
在
の
表
記
が
不
明
な
も
の
に
つ



い
て
は
原
文
を
引
用
し
て
い
る
。

・
「
新
嘉
坡
通
信
」

一
八
八
六
年
十
月
一
日

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
届
い
た
手
紙
の
紹
介
（
「
報
知
叢
談
」
の

外
枠
の
提
示
）

○
「
志
別
土
商
人
の
物
語
」

天
峯
居
士
訳

し

べ

つ

と

一
八
八
六
年
十
月
二
日
～
八
日
（
六
回
）

チ
ベ
ッ
ト
の
「
約
幹
吐
」

ヤ

ー

カ

ン

ド

○
「
印
度
太
子
舎
摩
の
物
語
」

笠
山
樵
客
訳

ヂ
ヤ
ル
マ

一
八
八
六
年
十
月
十
二
日
～
二
十
日
（
八
回
）

イ
ン
ド
の
「
モ
ン
デ
ー
」
→
ジ
ャ
ワ
の
バ
タ
ビ
ヤ
→
南
ア
フ
リ

カ
・
オ
レ
ン
ジ
河
流
域
→
同
・
内
地

○
「
志
々
利

譚

」

空
々
生
訳

シ

ヽ

リ

ー

も
の
が
た
り

一
八
八
六
年
十
月
二
十
九
日
～
十
一
月
七
日
（
八
回
）

イ
タ
リ
ア
の
シ
チ
リ
ア

○
「
金
驢

譚

」

不
語
軒
主
人
訳

き

ん

ろ

も
の
が
た
り

一
八
八
七
年
一
月
十
八
日
～
二
月
二
日
（
十
四
回
）

ギ
リ
シ
ア

○
「
英
国
士
官
の
物
語
」

一
八
八
七
年
三
月
一
日
～
三
日
（
三
回
）

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン

○
「
仏
、
曼
、
二
学
士
の

譚

」

紅
芍
園
主
人
訳

は
な
し

一
八
八
七
年
三
月
二
十
六
日
～
五
月
十
日
（
三
十
九
回
）

イ
ギ
リ
ス
の
ブ
ラ
イ
ト
ン
→
ア
メ
リ
カ
の
オ
レ
ゴ
ン
川
流
域
→

ロ
ッ
キ
ー
山
脈
の
麓
→
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
→
ロ
ッ
キ
ー
山
脈

の
麓
→
オ
レ
ゴ
ン
河
流
域

○
「
天

外
異
譚
」

大
塊
生
訳

て
ん
ぐ
わ
い

ゐ

た

ん

一
八
八
七
年
五
月
二
十
六
日
～
七
月
二
十
三
日
（
五
十
一
回
）

仏
領
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
「
モ
ス
ク
ガ
ナ
ム
府
」
→
大
地
ご
と
彗
星

の
上
→
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

○
「
貧
福
」

薔
薇
園
主
人
訳

ひ
ん
ふ
く

一
八
八
七
年
八
月
六
日
～
十
二
日
（
六
回
）

ス
ペ
イ
ン
の
グ
ラ
ナ
ダ

○
「
煙
波
の
裏
」

獨
醒
子
訳

ゑ

ん

ぱ

う
ち

一
八
八
七
年
八
月
二
十
六
日
～
九
月
十
四
日
（
十
七
回
）

イ
ギ
リ
ス
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
→
大
西
洋
航
路

の
船
上
→
ア
メ
リ
カ
・
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
→
グ
ラ
ス
ゴ
ー

○
「
盲
目
使
者
」

羊
角
山
人
訳

も
う
も
く

し

し

や

一
八
八
七
年
九
月
十
六
日
～
十
二
月
三
十
日
（
八
十
七
回
）

ロ
シ
ア
の
モ
ス
ク
ワ
→
ト
ル
キ
ス
タ
ン
→
シ
ベ
リ
ア
→
イ
ル
ク

ー
ツ
ク



○
「
夢
中
夢
」

覚
後
庵
主
訳

む
ち
う
の

ゆ
め

一
八
八
八
年
一
月
二
日
～
二
十
五
日
（
二
十
回
）

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
→
ケ
ン
ト
州
ダ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
→
ダ
ー

ビ
ー
→
パ
リ

○
「
大

氷

塊
」

静
廬
外
史
訳

だ
い
ひ
よ
う
く
わ
い

一
八
八
八
二
月
七
日
～
四
月
十
八
日
（
五
十
九
回
）

北
ア
メ
リ
カ
「
レ
ラ
イ
ア
ン
ス
鎮
」
→
北
極
圏
・
バ
サ
ー
ス
ト

島
○
「
幻
影
」

笠
峯
居
士
訳

げ
ん
ゑ
い

一
八
八
八
年
四
月
二
十
七
日
～
七
月
十
九
日
（
七
十
一
回
）

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
→
イ
タ
リ
ア
の
ト
リ
ノ
→
ロ
ン
ド
ン
→

ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
→
モ
ス
ク
ワ
→
イ
ル
ク
ー

ツ
ク
→
イ
ギ
リ
ス
の
デ
ボ
ン
シ
ャ
ー
地
方
→
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ

○
「
定
数
」

蕉
陰
散
史
訳

で
う
す
う

一
八
八
八
年
七
月
三
十
一
日
～
八
月
二
十
二
日
（
二
十
回
）

イ
ギ
リ
ス
の
リ
バ
プ
ー
ル
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

向
か
う
大
西
洋
航
路
の
船
中

○
「
炭
坑
秘
事
」

紅
芍
園
主
人
訳

た
ん
か
う

ひ

じ

一
八
八
八
年
九
月
四
日
～
十
月
二
十
八
日
（
四
十
五
回
）

イ
ギ
リ
ス
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
→
「
ア
バ
ー

ホ
イ
ル
石
炭
山
」

○
「

女

旅
客
」

臥
禅
居
士
訳

を
ん
な

り
よ
か
く

一
八
八
八
年
十
一
月
二
十
五
日
～
二
十
八
日
（
三
回
）

フ
ラ
ン
ス
「
ヂ
ュ
ー
ネ
」

○
「
右

足
」

臥
禅
居
士
訳

み
ぎ
の
あ
し

一
八
八
八
年
十
一
月
二
十
九
日
～
三
十
日
（
二
回
）

フ
ラ
ン
ス
の
カ
レ
ー

○
「
密
封
書
」

臥
禅
居
士
訳

み
つ
ぷ
う
し
よ

一
八
八
八
年
十
二
月
一
日
～
四
日
（
三
回
）

フ
ラ
ン
ス
か
ら
南
ア
メ
リ
カ
「
カ
エ
ー
ン
」
へ
の
航
路
上
の
船

中
○
「
元

日
」

臥
禅
居
士
訳

ぐ
わ
ん
じ
つ

一
八
八
八
年
十
二
月
八
日
～
十
一
日
（
三
回
）

イ
ギ
リ
ス
の
あ
る
村

○
「
猫
」

臥
禅
居
士
訳

ね
こ

一
八
八
八
年
十
二
月
十
二
日
～
十
五
日
（
四
回
）

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン

○
「
倫
敦
辻
馬
車
」

臥
禅
居
士
訳

ろ
ん
ど
ん

つ

ぢ

ば

し

や

一
八
八
八
年
十
二
月
十
八
日
～
二
十
三
日
（
四
回
）

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン

○
「
時
計
獄
」

臥
禅
居
士
訳

と

け

い

ご

く

一
八
八
八
年
十
二
月
二
十
五
日
～
二
十
七
日
（
三
回
）



イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
田
舎

○
「
探
征
隊
」

西
滸
生

た
ん
せ
い
た
い

一
八
八
九
年
一
月
二
日
～
三
月
三
十
日
（
五
十
一
回
）

イ
ギ
リ
ス
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
→
大
西
洋
上
の
船
旅
→
南
ア
メ

リ
カ
（
チ
リ
→
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）

○
「
代
言
人
」

臥
禅
居
士
訳

だ
い
げ
ん
に
ん

一
八
八
九
年
四
月
三
十
日
～
五
月
二
日
（
三
回
）

イ
ギ
リ
ス

○
「
狼

声
」

臥
禅
居
士
訳

お
ほ
か
み
の
こ
ゑ

一
八
八
九
年
五
月
四
日
～
八
日
（
三
回
）

ア
メ
リ
カ

○
「
一
大
奇
術
」

臥
禅
居
士
訳

い
ち
だ
い
き
じ
ゆ
つ

一
八
八
九
年
五
月
十
一
日
（
一
回
）

イ
ギ
リ
ス
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー

○
「
ま
ち
が
ひ
」

臥
禅
居
士
訳

一
八
八
九
年
五
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日
（
二
回
）

イ
ギ
リ
ス

○
「
是
は
ソ
モ
」

臥
禅
居
士
訳

こ

一
八
八
九
年
五
月
二
十
五
日
～
二
十
六
日
（
二
回
）

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン

○
「

月

珠

」

省
庵
居
士

ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン

一
八
八
九
年
六
月
二
十
八
日
～
十
一
月
十
日
（
七
十
九
回
）

（
イ
ン
ド
）
→
イ
ギ
リ
ス
の
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
地
方

「
報
知
叢
談
」
の
形
式
上
の
共
通
点
と
し
て
は
、
原
作
者
名
の

記
載
が
な
く
、
訳
者
名
の
記
載
は
あ
る
も
の
の
、
先
に
引
い
た
広

告
に
「
匿
名
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
訳
者
の
使
い
慣
れ
た
筆
名
が
用

い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
実
際
は
誰
で
あ
る
の
か
同
定
が
困
難
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
「
報
知
叢
談
」
が
連
載
さ
れ
て
い
る
期
間

の
『
郵
便
報
知
新
聞
』
に
は
他
に
も
翻
訳
小
説
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
原
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
た
り
、
訳
者
名

が
無
か
っ
た
り
、
逆
に
よ
く
知
ら
れ
た
筆
名
が
当
て
ら
れ
て
い
た

り
し
て
い
て
、
「
報
知
叢
談
」
と
は
違
う
形
式
を
取
っ
て
い
る

８

。

「
新
嘉
坡
」
か
ら
の
「
通
信
」
と
い
う
設
定
上
、
作
者
が
あ
る
の

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
不
自
然
で
あ
る
し
、
ま
た
特
定
の
訳
者
を
意
識
さ
せ
ず
『
郵
便

報
知
新
聞
』
全
体
で
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
引
き
受
け
て
い
る
と
い
う

印
象
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

結
果
と
し
て
、
「
報
知
叢
談
」
中
の
小
説
に
は
い
ま
だ
に
原
作

者
や
訳
者
が
不
明
な
ま
ま
の
も
の
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
批
評
家

・
研
究
者
の
後
年
の
調
査
に
よ
っ
て
複
数
の
小
説
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
よ

う
な
作
家
も
い
る
の
だ
が

９

、
解
明
の
糸
口
を
見
つ
け
る
こ
と
が



難
し
い
短
篇
も
多
い
。
ま
た
、
訳
者
に
つ
い
て
も
後
に
「
翻
訳
王
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
報
知
社
社
員
で
あ
る
森
田
思
軒
が
長

く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
推
測
で
き
る
の
だ
が
、
詳
細
に
ど
れ
が

誰
の
訳
に
な
る
も
の
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
中
に
は
単
行
本
に

な
っ
た
際
に
訳
者
の
本
名
が
付
さ
れ
た
り

10

、
後
の
回
想
で
訳
者

が
名
指
さ
れ
て
い
る
た
め
に
訳
者
が
同
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ

る
が
、
そ
れ
ら
の
情
報
も
確
実
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

た
と
え
ば
、
一
八
八
八
年
の
半
ば
に
連
載
さ
れ
て
い
た
「
幻
影
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
森
田
思
軒
と
同
じ
報
知
社
社
員
で
あ
り
彼
の

弟
子
筋
に
あ
た
る
遅
塚
麗
水
の
回
想
の
中
で
森
田
思
軒
が
翻
訳
し

た
も
の
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
し

11
、
柳
田
泉
も
「
こ
れ
も

文
章
が
全
く
思
軒
調
で
あ
る
」
と
述
べ

12

、
か
つ
「
幻
影
」
が
未

刊
行
の
「
思
軒
全
集
」
の
材
料
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る

13

。
そ
れ
ら
の
証
言
・
研
究
に
基
づ
い
て
か
昭
和
女

子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
に
よ
る
森
田
思
軒
の
著
作
リ
ス
ト
で
も

「
幻
影
」
を
彼
の
著
作
と
し
て
扱
っ
て
い
る

14

。
し
か
し
、
実
際

に
当
時
の
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
紙
面
を
見
る
と
森
田
思
軒
の
訳

と
す
る
こ
と
に
い
く
ら
か
の
疑
い
が
生
じ
て
く
る
。

「
幻
影
」
の
一
八
八
八
年
六
月
十
九
日
掲
載
分
に
は
「
ニ
ヅ
ニ

ー
府
は
原
名
ニ
ヅ
ニ
ー
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ッ
ド
府
な
れ
と
も
羊
角
山
人
の

例
に
依
り
単
に
ニ
ヅ
ニ
ー
府
と
呼
ふ
」
と
い
う
訳
注
が
あ
る
。「
羊

よ

角
山
人
」
と
は
「
盲
目
使
者
」
の
訳
者
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
記
述

は
「
幻
影
」
の
訳
者
で
あ
る
笠
峯
居
士
と
羊
角
山
人
す
な
わ
ち
森

田
思
軒
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
注

を
参
照
）
と
が
別
人
で
あ
る

10

こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
も
っ
と
も
様
々
な
訳

者
が
翻
訳
す
る
と
い
う
当
初
の
設
定
に
則
っ
て
、
実
際
は
自
分
自

身
が
使
っ
た
他
の
筆
名
を
あ
た
か
も
他
人
で
あ
る
か
の
よ
う
な
ふ

り
を
し
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
わ
け
だ
が
。

ま
た
、
「
幻
影
」
が
連
載
さ
れ
て
い
た
時
期
、
森
田
思
軒
は
九

鬼
隆
一
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
岡
倉
天
心
た
ち
の
関
西
で
の
古
美
術
調

査
（
法
隆
寺
夢
殿
の
救
世
観
音
像
の
「
発
見
」
で
知
ら
れ
る
）
に

特
派
員
と
し
て
同
行
し

15

、
取
材
に
基
づ
い
た
署
名
記
事
を
書
い

て
も
い
る

16

。
ま
た
署
名
は
な
い
も
の
の
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
「
奈

良
の
諸
君
に
告
く
」
と
い
う
講
演
の
記
事

17

や
奈
良
県
で
の
調
査

の
終
了
を
伝
え
る
記
事

18

も
森
田
思
軒
の
手
に
な
る
も
の
と
考
え

ら
れ
、
は
た
し
て
調
査
団
に
同
行
し
つ
つ
並
行
し
て
小
説
の
翻
訳

作
業
を
行
う
こ
と
が
出
来
て
い
た
の
か
疑
問
が
残
る
。
も
ち
ろ
ん
、

出
発
前
に
予
め
訳
し
終
え
て
い
た
原
稿
を
分
け
て
掲
載
し
て
い
た

と
い
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
も
あ
く
ま
で
も
疑
問
の
域
を

出
な
い
の
だ
が
。

原
作
・
原
作
者
の
方
に
話
を
戻
す
と
、
多
く
の
小
説
で
そ
れ
ら

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
の
は
、
現
在
で
は
読
ま
れ
な
く
な
っ



た
小
説
家
の
も
の
が
多
い
た
め
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
同

じ
く
「
幻
影
」
を
例
に
あ
げ
る
と
、
こ
れ
ま
で
原
作
者
も
原
作
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
小
説
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
小

森
健
太
朗
『
英
文
学
の
地
下
水
脈
』

19

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
ヒ
ュ

ー
・
コ
ン
ウ
ェ
ー

H
ugh

C
onw

ay

の

“C
A
LLED

B
A
C
K

”
（
一
八

八
四
年
）
の
あ
ら
す
じ
と
一
致
し
、
「
幻
影
」
が
こ
の
小
説
の
翻

訳
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
書
に
よ
れ
ば
「
黒
岩
涙

香
の
、
初
め
て
の
探
偵
も
の
の
翻
案
で
あ
る
『
法
庭
（
法
廷
）
の

美
人
』
」

20

の
原
作
者
で
あ
る
コ
ン
ウ
ェ
ー
は
「

世
紀
末
の
英

19

国
文
壇
に
彗
星
の
ご
と
く
登
場
し
、
短
期
間
で
圧
倒
的
な
人
気
を

博
し
な
が
ら
、
（
中
略
）
死
後
は
主
流
文
学
史
で
も
、
探
偵
小
説

史
で
も
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
作
家
」
だ
と
い
う

21

。
コ
ン

ウ
ェ
ー
ほ
ど
の
人
気
作
家
で
は
な
い
と
し
て
も
、
当
時
比
較
的
多

く
の
読
者
を
獲
得
し
て
い
た
作
家
を
原
作
者
と
す
る
小
説
が
翻
訳

に
際
し
て
選
ば
れ
、
し
か
し
そ
の
作
家
が
死
後
（
ま
た
は
生
前
に

も
）
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
黒
岩
涙

香
は
「
廉
価
な
読
み
捨
て
本
」
で
あ
り
、
ま
た
「
貸
本
の
主
力
読

み
物
」
と
し
て
「
一
世
を
風
靡
し
た
」
「
シ
ー
サ
イ
ド
・
ラ
イ
ブ

ラ
リ
」
と
い
う
叢
書
か
ら
翻
案
の
原
本
を
見
つ
け
出
し
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が

22

、
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
翻
訳

小
説
も
同
じ
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
題
材
を
選
ん
で
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
原
作
者
・
原
作
・
訳
者
が
不
明
な
も
の
が
多
い

状
況
で
は
、
個
人
の
表
現
と
し
て
の
文
学
と
い
う
枠
組
み
・
「
近

代
文
学
」
観
の
中
で
は
「
報
知
叢
談
」
の
シ
リ
ー
ズ
を
評
価
し
に

く
か
っ
た
の
も
当
然
と
言
え
る
。
原
作
者
・
原
作
・
訳
者
の
同
定

に
つ
い
て
の
作
業
は
続
け
て
い
く
必
要
は
あ
る
の
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
個
人
が
「
報
知
叢
談
」
に
か
か
わ
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と

は
こ
の
後
本
論
で
は
問
題
に
し
な
い
。
「
報
知
叢
談
」
が
『
郵
便

報
知
新
聞
』
と
い
う
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
一
部
分
と
し
て
ど
の
よ
う

に
機
能
し
て
い
た
か
を
問
題
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

２

紙
面
と
の
連
携

一
八
八
八
年
の
九
月
・
十
月
に
連
載
さ
れ
た
「
炭
坑
秘
事
」
に

つ
い
て
柳
田
泉
は
「
原
作
は
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
『
洞
窟
の

子
』
（The

C
hild

of
the

C
avern

）

と
い
う
も
の
だ
が
、
炭
坑
の
二

字
を
標
出
し
た
の
は
、
事
実
炭
坑
の
怪
事
を
語
る
か
ら
で
も
あ
る

が
、
折
柄
高
島
炭
坑
の
坑
夫
問
題
が
喧
し
く
論
議
さ
れ
始
め
て
い

た
か
ら
、
そ
れ
を
狙
っ
た
点
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

23

。
確
か



に
「
炭
坑
秘
事
」
連
載
前
の
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
紙
面
に
は
当

時
話
題
と
な
っ
て
い
た
長
崎
の
三
菱
高
島
炭
坑
に
お
け
る
労
働
者

の
雇
用
状
況
問
題
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

24

、
特
派
員
を
派
遣
し
た

こ
と
が
社
告
で
告
げ
ら
れ
て
い
る

25

。
ま
た
、
「
炭
坑
秘
事
」
連

載
開
始
後
も
、
同
じ
第
一
面
に
小
説
と
高
島
炭
坑
関
連
の
社
説
が

掲
載
さ
れ
た
り
も
し
て
い
る

26

。
小
説
に
対
す
る
読
者
の
関
心
を

「
狙
っ
た
」
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
近
代
に
な
っ
て
日
本
に
登

場
し
た
炭
坑
と
い
う
目
新
し
い
施
設
・
空
間
に
つ
い
て
の
知
識
を

読
者
に
与
え
る
と
い
う
機
能

も
期
待
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ

る
。た

だ
、
一
八
九
〇
年
初
頭
の
連
載
小
説
矢
野
龍
渓
「
報
知
異
聞
」

と
の
関
係
に
つ
い
て
以
前
論
じ
た
よ
う
に

27
、
『
郵
便
報
知
新
聞
』

で
は
こ
の
よ
う
な
小
説
の
題
材
と
記
事
と
の
関
連
は
「
炭
坑
秘
事
」

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
「
報
知
叢
談
」
の
他
の
小
説
に
関
し

て
も
い
く
つ
か
の
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
聞
自
体
の
頁

数
が
少
な
く
、
ま
た
小
説
欄
が
特
別
に
設
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
一
回
分
の
小
説
の
掲
載
字
数
が
固
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

当
時
に
お
い
て
は
、
現
在
よ
り
も
小
説
が
新
聞
全
体
と
連
携
す
る

と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

『
郵
便
報
知
新
聞
』
は
海
外
・
国
内
を
問
わ
ず
広
く
科
学
に
関

す
る
記
事
を
一
貫
し
て
掲
載
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
彗
星
の
接
近

・
皆
既
日
蝕
と
い
っ
た
天
文
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
事
前
・
事
後

に
詳
し
い
情
報
を
伝
え
る
の
が
通
例
だ
っ
た

28

。
そ
の
よ
う
な
情

報
と
連
動
す
る
形
で
「
報
知
叢
談
」
に
お
い
て
は
、
地
球
に
異
常

接
近
し
た
彗
星
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
大
地
ご
と
乗
り
移
っ
て
し
ま

っ
た
人
々
を
描
く
「
天
外
異
譚
」
や
、
北
極
圏
ま
で
皆
既
日
食
の

観
測
に
赴
く
グ
リ
ニ
ッ
ジ
天
文
台
の
天
文
学
者
が
登
場
す
る
「
大

氷
塊
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
彗
星
や
日
食
に
関
す
る
科

学
知
識
を
小
説
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
連
動
さ
せ
つ
つ
紹
介
し
、
彗
星

や
日
食
の
観
測
記
事
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
知
識
を
読
者
に
提
供

し
て
い
る
。

他
に
も
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
一
八
八
七
年
九
月
か
ら
開

催
予
定
だ
っ
た
万
国
博
覧
会
の
記
事
を
複
数
回
掲
載
し
た
後

29

、

ス
ペ
イ
ン
を
舞
台
と
し
た
「
貧
福
」
を
連
載
す
る
と
い
っ
た
例
を

い
く
つ
か
あ
げ
ら
れ
る
の
だ
が
、
複
数
の
小
説
を
貫
い
て
い
る
と

い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
の
は
ロ
シ
ア
に
関
連
す
る
事
象
で
あ
る
。

帝
政
打
倒
を
目
指
す
革
命
家
が
登
場
す
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
登

場
人
物
が
遠
く
シ
ベ
リ
ア
ま
で
赴
く
も
の
も
あ
る
。
前
者
に
は
ロ

シ
ア
皇
帝
の
暗
殺
を
謀
っ
て
流
刑
に
な
る
革
命
家
が
事
件
の
秘
密

を
握
っ
て
い
る
「
幻
影
」
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
か
う
船
上
で
の

殺
人
が
ロ
シ
ア
虚
無
党
に
よ
る
皇
帝
の
暗
殺
未
遂
事
件
を
背
景
に

持
つ
「
定
数
」
が
あ
る
。
ま
た
後
者
の
一
つ
で
あ
る
「
幻
影
」
で



は
真
相
を
知
る
革
命
家
に
会
う
た
め
に
主
人
公
が
シ
ベ
リ
ア
の
流

刑
地
を
訪
ね
、
「
盲
目
使
者
」
で
は
皇
帝
の
密
命
を
受
け
た
主
人

公
が
反
乱
軍

が
支
配
す
る
シ
ベ
リ
ア
を
彷
徨
す
る
姿
が
描
か
れ

る
。ロ

シ
ア
に
つ
い
て
の
関
心
は
、
他
の
欧
米
列
強
の
動
向
と
同
様

に
『
郵
便
報
知
新
聞
』
で
は
一
貫
し
て
強
く
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ

に
加
え
て
国
境
を
接
す
る
隣
国
と
し
て
特
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
伺
え
る

30

。
ま
た
、
「
盲
目
使
者
」
が
連
載
さ
れ
て
い
た

時
期
に
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
内
乱
に
端
を
発
す
る
ア
ジ
ア
中

央
地
域
の
混
乱
と
そ
れ
に
乗
じ
た
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
の
動
き
を

伝
え
る
社
説
が
小
説
と
同
一
面
に
掲
載
さ
れ
た
り
も
し
て
い
た

31

。
こ
の
後
一
九
一
八
年
に
「
シ
ベ
リ
ア
出
兵
」
と
し
て
実
現
し

て
し
ま
う
わ
け
だ
が
、
仮
想
敵
で
あ
る
ロ
シ
ア
相
手
の
戦
場
と
し

て
当
時
の
日
本
で
シ
ベ
リ
ア
が
意
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
は

不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
実
際
の
紙
面
に
対
露
戦
争
の
影
を
読

み
取
る
こ
と
は
さ
す
が
に
ま
だ
で
き
な
い
が
、
当
時
の
世
界
を
リ

ー
ド
す
る
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
が
最
も
多
く
舞
台
に
な
り
、
イ
ギ

リ
ス
人

を
主
人
公
と
す
る
小
説
が
多
い
の
は
当
然
の
こ
と
と
し

て
、
そ
の
次
に
ロ
シ
ア
関
連
の
小
説
が
多
い
の
は
、
以
上
の
点
か

ら
理
解
で
き
る
。

ま
た
、
革
命
家
・
ロ
シ
ア
の
虚
無
党
が
選
択
さ
れ
た
の
は
、
宮

崎
夢
柳
「

鬼
啾
啾
」
（
一
八
八
五
～
六
年
）
の
よ
う
な
政
治
小

虚
無
党

実
伝
記

説
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
し
、
ロ
シ
ア
皇
帝
な
ど
欧
米
列
強
の
指

導
者
を
狙
っ
た
暗
殺
未
遂
事
件
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
こ
と
か

ら
す
る
と

32

、
そ
の
存
在
自
体
に
注
目
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
同
時
に
国
内
の
問
題
と
し
て
一
八
八
五
年
に
起
き
た
い
わ

ゆ
る
大
坂
事
件
と
の
関
連
も
想
定
で
き
る
。
一
八
八
六
年
か
ら
一

八
八
八
年
に
か
け
て
大
井
憲
太
郎
を
始
め
と
す
る
関
係
者
の
審
判

が
進
み
、
『
郵
便
報
知
新
聞
』
紙
上
で
も
裁
判
の
模
様
や
上
告
に

つ
い
て
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
た

33

。
他
に
も
、
朝
鮮
か
ら
亡

命
し
て
い
た
金
玉
均
の
動
向
を
随
時
報
道
す
る
な
ど

34

、
や
は
り

〈
小
新
聞
〉
系
の
新
聞
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る

35

。
一
八
八
六

年
の
「
紙
面
改
良
」
は
、
発
行
部
数
の
低
下
の
対
策
と
し
て
、
〈
大

新
聞
〉
す
な
わ
ち
立
憲
改
進
党
系
の
政
党
機
関
紙
で
あ
る
こ
と
か

ら
の
脱
皮
を
図
っ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
政
治
的
な
事
件

へ
の
関
心
ま
で
は
放
棄
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
紙
面
か
ら
う

か
が
え
る
。

そ
の
よ
う
な
「
改
良
」
前
と
の
継
続
性
を
持
ち
つ
つ
、
し
か
し

紙
面
の
「
改
良
」
の
方
針
に
則
っ
て
よ
り
広
い
読
者
を
得
よ
う
と

し
て
い
る
『
郵
便
報
知
新
聞
』
紙
上
で
「
報
知
叢
談
」
が
提
示
し

て
い
た
情
報
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。



３

「
世
界
万
国
」
の
知
識

「
報
知
叢
談
」
は
、
分
量
や
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
見
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
世
界
各
地
を
舞
台
に
し
た
短
い
奇
談
の
よ
う
な
も
の
と
、
登

場
人
物
が
や
む
を
得
な
い
事
情
で
長
距
離
を
移
動
す
る
長
篇
冒
険

小
説
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
様
々
な
作
者

の
小
説
が
選
ば
れ
て
い
る
た
め
に
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
つ
い
て
は
特

に
共
通
性
は
な
い
の
だ
が
、
舞
台
に
な
っ
た
地
域
の
地
理
的
・
歴

史
的
・
風
俗
的
な
情
報
を
含
む
も
の
が
多
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
最
初
の
掲
載
作
で
あ
る
「
志
別
土
商
人
の
物
語
」
の
初

回
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

昔
し
我
か
英
雄
元
吉
大
可
汗
が
西
ハ
欧
洲
西
部
を
侵

略
し
南

ゲ
ン
キ
ス

カ

ー

ン

し
ん
り
や
く

ハ
印

度
全
地
を

切
り
取
り

東
ハ
支
那

全
地
を
服

従
し
て

古

今

イ

ン

ド

ふ
く
じ
う

未
曾
有
の
一
大
帝
国
を
立
て
た
り
し
こ
と
ハ
世
人
の
知
る
所
な

み

そ

う

る
が
此
大
可
汗
の
薨
す
る
に
臨
み
遺
詔
し
て
其
三
子
に
此
大
帝

が
う

の
ぞ

ゐ

せ

う

国
を
三
分
し
玉
ひ
其
の
第
三
子
を
し
て
南
ハ
印
度
全
地
よ
り
北

志
別
土
に
至
る
迄
を
統
治
せ
し
め
ら
れ
し
が
此
第
三
子
は
其
名

し

べ

つ

と

と

う

ち

を
亜
利
阿
合
麻
と
呼
ひ
治
下
の
民
は
尊

称
し
て
之
を
南
方
の

ア

リ

ー

ア

ホ

メ

ツ

ト

そ
ん
し
よ
う

大
可
汗
と
敬
ひ
け
り
（
一
八
八
六
年
十
月
二
日
）

こ
の
「
物
語
」
は
引
用
文
中
の
「
南
方
の
大
可
汗
」
が
主
人
公

の
一
人
な
の
で
、
彼
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
の
は
当
然
で
は
あ

る
の
だ
が
（
た
だ
し
ス
ト
ー
リ
ー
上
は
こ
の
説
明
は
無
く
て
も
よ

い
）
、
以
上
の
記
述
が
読
者
に
海
外
の
歴
史
に
つ
い
て
の
情
報
を

与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
も
確
か
で
あ
る
。
チ
ン
ギ
ス
・
ハ

ン
の
死
後
、
彼
の
築
き
上
げ
た
「
帝
国
」
が
分
裂
し
て
い
っ
た
こ

と
は
、
現
在
で
は
高
校
の
世
界
史
で
も
学
ぶ
常
識
で
あ
る
が
、
当

時
の
日
本
に
お
い
て
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
知
識
で
は
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。
続
い
て
掲
載
さ
れ
た
「
印
度
太
子
舎
摩
の
物
語
」
は
同

時
代
の
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
を
舞
台
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で

は
語
り
手
・
主
人
公
の
命
運
と
共
に
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
イ
ン
ド
侵

略
や
、
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
る
ジ
ャ
ワ
島
バ
タ
ビ
ヤ
の
植
民
地
化
が
語

ら
れ
、
さ
ら
に
は
ア
フ
リ
カ
で
の
彼
の
遭
難
体
験
を
伝
え
る
中
で

「

南

阿
非
利
加
オ
レ
ン
ヂ
河
の

辺

」
の
民
族
・
動
植
物
の
様
子

み
な
み

ア

フ

リ

カ

ほ
と
り

な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
は
以
後
の
「
報
知

叢
談
」
の
小
説
の
中
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
。
原
文
だ
け
で
は

な
く
、
訳
者
に
よ
る
注
釈
が
付
く
こ
と
も
あ
り
、
中
に
は
以
下
の

よ
う
に
原
文
の
解
説
に
訳
者
の
注
釈
が
重
ね
ら
れ
る
こ
と
さ
え
あ

る
。



（
前
略
）
蘇
朗
笏
は
一
方
の
隅
に
累
な
れ
る
丸
き
物
を
探
り
つ

ス
ト
ロ
ゴ
ツ
フ

す
み

か
さ

さ
ぐ

ゝ
「
コ
ハ
何
物
な
る
歟
」
仁
羅
は
熟
視
し
て
「
革

袋

な
り
、

ニ
コ
ラ
ス

か
わ

ふ
く
ろ

数
は
六
七
個
も
あ
る
へ
し
」
蘇
朗
笏
「
中
に
何
か
盛
り
あ
る
歟
」

ス
ト
ロ
ゴ
ツ
フ

も

仁
羅
「
然
り
、
皆
な
コ
ー
ミ
ス
の
盛
り
あ
る
な
り
、
コ
ハ
善
き
物

ニ
コ
ラ
ス

も

も
の

を

見
出
せ
り

我
々
ハ
復

た
暫
時
の

間
新
食
物

に
ア
リ
ツ

キ
た

り
」

『
コ
ー
ミ
ス
』
は
駱
駝
の
乳
汁
以
て
製
せ
る
一
種
の
酒
の
類
に

ら

く

だ

ち

ヽ

し
ゆ

し
て
能
く
人
を
酔
ハ
し
め
又
餓
を
忘
れ
し
む
る
の
力
あ
り
去
れ

え

う
え

わ
す

は

今
ま
到
る

処
無
人
の

野
を
旅
行

す
る
仁
羅

及
ひ

同
行

に
ハ

ニ
コ
ラ
ス

頗

る
大
切
な
る

獲

に
て
あ
り
し
な
り

す
こ
ぶ

え
も
の

訳
者
嘗
て
亜
刺
亜
の
亜
丁
に
遊
へ
る
時
同
地
の
人
民
か
多
く

か
つ

ア

ラ

ビ

ヤ

ア

デ

ン

あ
そ

革

袋
に
水
を
盛
り
て
之
を
駱
駝
に
負
は
し
め
来
往
す
る
を

か
わ
ぶ
く
ろ

も

ら

く

だ

お

見
た
り
き
蓋
し
同
地
ハ
世
人
の
知
る
如
く
水
乏
し
く
飲
料
に

の
み
れ
う

は

唯

た

雨

水

を

蓄

へ

て

之

を

用

ふ

る

も

の

な

れ

は

其

の

た
く
は

大
溜
よ
り
隔
り
た
る
諸
処
に
水
を
運
ふ
か
為
め
斯
く
革
袋
を

お
ヽ
だ
め

は
こ

用
ふ
る
な
り
途
上
に
て
行
違
ひ
さ
ま
に
目
撃
せ
る
者
な
れ
ハ

ゆ
き
ち
が

詳
ら
か
に
視
る
こ
と
も
得
さ
り
し
か
革
袋
は
能
く
水
を
盛
り

み

も

て
少
し
も
漏
れ
出
つ
る
こ
と
な
く
一
滴
の
シ
タ
ヽ
リ
だ
に
落

も

お

と
さ
ず
し
て
運
ひ
居
り
た
り
革
袋
に
飲
料
を
盛
る
こ
と
は
国

も

々
に
因
り
て
珍
ら
し
か
ら
ぬ
事
な
り
（
一
八
八
七
年
十
二
月

よ

め
づ

八
日
）

「
盲
目
使
者
」
の
主
人
公
蘇
朗
笏
た
ち
の
一
行
が
シ
ベ
リ
ア
を

移
動
中
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
郊
外
の
空
き
家
で
革
袋
に
入
っ
た
飲

み
物
を
手
に
入
れ
た
場
面
だ
が
、
ま
ず
原
文
で
「
コ
ー
ミ
ス
」
と

い
う
飲
み
物
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
革
袋
に
飲
料

を
入
れ
る
と
い
う
日
本
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
風
俗
に
つ
い
て
自

分
の
経
験
に
基
づ
い
て
訳
者
が
注
釈
を
付
し
て
い
る
。
「
盲
目
使

者
」
は
注
９
に
あ
る
よ
う
に
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
小
説
の
翻

訳
な
の
だ
が
、
彼
の
小
説
に
シ
リ
ー
ズ
名
と
し
て
冠
さ
れ
た
《
驚

異
の
旅
》
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
「
地
球
の
全
表
面
を
小
説
の
形

で
描
写
す
る
と
い
う
壮
大
な
連
作
」
と
い
う
構
想
を
意
味
し
て
い

た

36

。
そ
の
た
め
作
中
で
は
登
場
人
物
の
冒
険
だ
け
で
は
な
く
、

彼
ら
が
赴
く
土
地
の
地
理
・
植
生
・
風
俗
な
ど
に
つ
い
て
の
解
説

に
紙
数
が
割
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
引
用
個
所
の
「
コ

ー
ミ
ス
」
に
つ
い
て
の
解
説
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
《
驚
異
の
旅
》

と
同
じ
く
、
「
世
界
万
国
の
」
「
物
語
」
を
集
め
る
「
報
知
叢
談
」

も
、
小
説
を
通
し
て
世
界
の
各
地
を
描
写
し
海
外
の
情
報
が
読
者

に
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
そ
う
考
え
る

と
世
界
各
地
を
舞
台
と
し
、
登
場
人
物
が
長
距
離
を
移
動
す
る
ヴ

ェ
ル
ヌ
の
小
説
が
「
報
知
叢
談
」
の
中
で
多
く
選
ば
れ
て
い
る
の

は
当
然
の
こ
と
と
も
言
え
る
。



『
郵
便
報
知
新
聞
』
は
〈
大
新
聞
〉
を
起
源
に
し
て
い
る
た
め

に
、
「
紙
面
改
良
」
後
も
通
常
の
殺
人
や
強
盗
な
ど
の
犯
罪
記
事

や
ゴ
シ
ッ
プ
記
事
が
紙
面
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
紙

面
を
占
め
る
の
は
日
本
国
内
の
官
報
や
取
材
に
基
づ
い
た
官
庁
・

軍
隊
や
社
会
的
事
件
の
裁
判
に
つ
い
て
の
記
事
と
、
ほ
ぼ
同
じ
割

合
で
海
外
の
情
報
、
特
に
欧
米
列
強
の
国
家
間
の
対
立
や
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
の
植
民
地
活
動
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
。

そ
し
て
、
海
外
の
情
報
に
関
し
て
は
、
時
事
的
な
記
事
だ
け
で
は

伝
え
ら
れ
な
い
植
物
・
動
物
に
つ
い
て
の
知
識
、
各
地
の
民
俗
・

風
習
な
ど
日
常
生
活
に
関
し
た
情
報
が
連
載
の
形
で
掲
載
さ
れ
て

い
た
。

た
と
え
ば
「
紙
面
改
良
」
か
ら
「
報
知
叢
談
」
開
始
の
間
に
は

「
英
国
よ
り
亜
米
利
加
大
陸
を
経
て
帰
朝
し
た
」
思
軒
埜
客
（
森

へ

き
ち
や
う

田
思
軒
）
が
自
身
の
体
験
の
う
ち
「
後
の
旅
す
る
人
の
心
得
の
端

た
び

は
し

と
も
な
る
へ
く
又
世
人
が
坐
な
が
ら
に
名
所
を
知
る
の
便
よ
り
と

い

た

も
な
る
へ
き
処
」
を
つ
づ
っ
た
「
回
航
記
要
」
が
連
載
さ
れ
て
い

た

37

。
ま
た
、
同
じ
一
八
八
六
年
九
月
十
六
日
か
ら
、
こ
ち
ら
は

「
報
知
叢
談
」
掲
載
後
も
並
行
し
て
連
載
が
続
い
て
い
く
の
だ
が
、

「
今
日
の
日
本
人
に
就
て
西
洋
の
事
物
に
昧
ら
き

最

も
重
も
な

ぢ

ぶ

つ

く

も
つ
と

る
闕
点
」
で
あ
る
「
風
儀
習

俗
の
細
事
」
の
「
一
端
を
知
ら
し

け
つ
て
ん

ふ

う

ぎ

し
ゆ
う
ぞ
く

い
つ
た
ん

む
る
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
西
洋
風
俗
記
」
（
署
名
は
「
西
滸

生
」
）
の
連
載
も
始
ま
る
。
こ
ち
ら
の
連
載
は
一
八
八
七
年
八
月

七
日
ま
で
一
年
近
く
断
続
的
に
続
い
て
い
く
が
、
当
初
は
「
報
知

叢
談
」
と
同
日
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
後
半
で
は
「
報

知
叢
談
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
間
の
海
外
情
報
紹
介
を
肩
が
わ

り
す
る
よ
う
な
役
割
を
果
す
よ
う
に
な
る

38

。
「
西
洋
風
俗
記
」

で
は
た
と
え
ば
「
西
洋
に
て
衣
服
、
帽
子
、
靴
抔
の
様
子
ハ
如
何

い

ふ

く

ぼ

う

し

く
つ
な
ど

に
候
や
其
着
様
格
好
ハ
如
何
に
候
や
」
と
い
う
「
問
」
が
ま
ず
提

き

ざ

ま

か
つ
こ
う

示
さ
れ
、
そ
れ
対
す
る
回
答
と
い
う
形
で
「
西
洋
」
の
「
風
俗
」

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く

39

。
単
発
的
な
質
問
が
な
さ
れ
る
だ
け

で
は
な
く
、
「
芝
居
」
に
つ
い
て
の
「
問
」
が
継
続
的
に
行
わ
れ
、

「
西
洋
」
の
演
劇
の
状
況
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
り
も
す
る

40

。
『
郵

便
報
知
新
聞
』
を
定
期
的
に
購
読
し
て
い
た
読
者
は
、
一
年
弱
の

間
に
様
々
な
「
西
洋
」
の
「
風
儀
習

俗
の
細
事
」
に
つ
い
て
の

ふ

う

ぎ

し
ゆ
う
ぞ
く

知
識
を
蓄
積
し
て
い
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

紙
数
の
関
係
で
一
八
八
九
年
ま
で
の
期
間
に
掲
載
さ
れ
た
、
吉

田
嘉
六
の
「
回
航
記
略
」41

や
「
英
国
作
法
心
得
」
（
署
名
無
し
）42

と
い
っ
た
他
の
海
外
情
報
の
連
載
の
詳
細
に
つ
い
て
ふ
れ
る
余
裕

は
な
い
が
、
読
者
に
「
風
儀
習

俗
の
細
事
」
に
つ
い
て
伝
え
る

ふ

う

ぎ

し
ゆ
う
ぞ
く

と
い
う
こ
と
は
『
郵
便
報
知
新
聞
』
に
お
け
る
一
貫
し
た
目
的
と

な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
論
じ
た
と
お
り
、
矢
野
龍
渓
「
報
知
異
聞
」

（
同
年
単
行
本
化
さ
れ
た
際
に
『

浮
城
物
語
』
と
改
題
さ
れ
る
）

報

知

異

聞



は
、
政
治
的
・
経
済
的
に
注
目
さ
れ
つ
つ
も
当
時
の
日
本
で
は
未

知
の
土
地
で
あ
っ
た
〈
南
洋
〉
を
舞
台
と
す
る
こ
と
で
、
海
外
へ

の
関
心
が
乏
し
い
読
者
に
知
識
を
与
え
る
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い

た

43

。
い
わ
ば
同
時
代
の
情
報
の
隙
間
を
埋
め
る
小
説
と
し
て
紙

メ
デ
ィ
ア

面
で
機
能
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

「
報
知
異
聞
」
の
よ
う
な
一
方
向
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
情
報

を
伝
え
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
「
報
知
叢
談
」
掲
載
時
期
の
紙

面
で
は
小
説
を
含
め
た
様
々
な
記
事
が
読
者
を
広
い
「
世
界
」
へ

と
導
い
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
広
大
無
辺
な
る
小
説
界
」

44

が
持
っ
て
い
る
、
以
前
論
じ
た
「
小
説
の
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ

ィ
ア
と
し
て
の
可
能
性
」

45

を
開
い
て
い
く
こ
と
に
も
な
っ
て
い

る
。た

だ
、
他
の
連
載
記
事
と
「
報
知
叢
談
」
と
の
違
い
と
し
て
は
、

前
者
が
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
欧
米
列
強
の
情
報
を
伝
え
る
も

の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
よ
り
広
い
地
域
の
情
報
を
含
ん

で
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
で
は
、
登
場
人
物
が
彷
徨
い
こ
ん

で
い
く
様
々
な
土
地
の
情
報
に
関
連
し
て
、
読
者
は
何
を
読
み
取

る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

４

冒
険
が
か
い
ま
見
せ
る
も
の

「
報
知
叢
談
」
の
う
ち
、
連
載
回
数
の
少
な
い
短
篇
は
一
つ
の

地
域
内
に
ス
ト
ー
リ
ー
が
収
ま
る
こ
と
が
多
く
、
最
大
の
先
進
国

イ
ギ
リ
ス
の
首
都
ロ
ン
ド
ン
を
舞
台
と
し
た
小
説
が
多
い
。
一
方

の
長
篇
の
方
で
は
、
長
い
距
離
を
移
動
し
つ
つ
登
場
人
物
は
自
ら

の
所
属
す
る
国
や
組
織
か
ら
の
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
状
態
に
陥

る
。
そ
の
際
に
は
、
個
人
が
普
段
は
意
識
し
て
い
な
い
も
の
の
、

実
際
に
は
国
家
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
浮
き

彫
り
に
さ
れ
る
。

以
前
、
日
本
の
近
代
初
期
に
お
け
る
政
治
小
説
の
機
能
と
し
て

「
難
民
・
亡
命
者
」
と
い
っ
た
「
国
家
と
の
関
係
を
失
っ
た
人
々

を
描
」
く
こ
と
で
「
彼
ら
が
失
っ
た
国
家
と
国
民
の
間
の
関
係
を

浮
き
彫
り
」
に
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た

46

。
「
報
知
叢
談
」
は
政

治
小
説
の
全
盛
期
（
憲
法
発
布
・
国
会
開
設
の
直
前
の
時
期
）
と

重
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
小
説
は
直
接

政
治
的
な
思
想
・
知
識
を
宣
伝
・
啓
蒙
す
る
も
の
で
は
な
い
。
前

々
節
で
取
り
上
げ
た
革
命
家
の
登
場
す
る
小
説
も
、
彼
ら
を
肯
定

的
に
描
く
も
の
が
選
ば
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
点
は
、

紙
面
の
「
改
良
」
が
目
指
し
た
購
読
者
数
を
増
や
す
た
め
に
政
党

色
を
薄
め
る
と
い
う
方
向
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
だ
か

ら
と
い
っ
て
全
く
政
治
性
を
は
ら
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
は



な
ら
な
い
。
「
報
知
叢
談
」
の
長
篇
小
説
の
多
く
は
先
程
述
べ
た

よ
う
に
、
身
分
を
保
証
さ
れ
る
境
遇
か
ら
離
さ
れ
存
在
の
危
機
を

迎
え
る
者
た
ち
が
登
場
し
、
そ
の
有
り
様
は
政
治
小
説
と
共
通
す

る
も
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
先
述
の
通
り
「
天
外
異
譚
」
の
登
場
人
物
た
ち
は

土
地
・
空
気
ご
と
地
球
を
離
れ
彗
星
上
に
身
を
置
く
こ
と
に
な
る

し
、
「
盲
目
使
者
」
の
主
人
公
は
皇
帝
の
密
使
と
し
て
の
身
分
を

隠
し
な
が
ら
反
乱
軍

が
支
配
す
る
地
域
を
彷
徨
す
る
。
他
に
も

「
仏
、
曼
、
二
学
士
の
譚
」
は
同
じ
く
身
分
を
隠
し
情
報
を
得
る

べ
く
敵
側
の
陣
営
に
入
り
こ
ん
だ
青
年
を
主
人
公
と
し
、
「
大
氷

塊
」
の
登
場
人
物
た
ち
は
ど
の
勢
力
に
も
属
さ
な
い
北
極
圏
の
浮

島
に
孤
立
・
漂
流
し
、
「
炭
坑
秘
事
」
に
お
い
て
炭
坑
の
中
は
外

界
の
秩
序
が
通
用
し
な
い
場
所
と
し
て
描
か
れ
、
「
探
征
隊
」
の

一
行
は
文
面
が
一
部
し
か
読
み
取
れ
な
い
文
書
を
頼
り
に
少
女
・

少
年
と
共
に
父
親
で
あ
る
グ
ラ
ン
ト
船
長
の
行
方
を
求
め
て
南
米

奥
地
を
横
断
し
て
い
く
。
ま
た
、
短
篇
で
は
あ
る
が
、
「
印
度
太

子
舎
摩
の
物
語
」
は
祖
国
を
追
わ
れ
た
王
子
が
行
き
着
い
た
ア
フ

リ
カ
で
奴
隷
と
し
て
売
買
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
危
う
く
逃
れ
る
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
冒
険
小
説
と
し
て
見
る
な
ら
登
場
人
物
が
危
難
に

遭
わ
な
け
れ
ば
ス
ト
ー
リ
ー
が
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
り
、
彼
ら

が
置
か
れ

て

い
る
境
遇
は
至
極
当
然
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
ま
た
「
世
界
万
国
」
の
知
識
を
広
め
る
た
め
に
は
舞
台
が
一

個
所
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
り
も
、
登
場
人
物
の
行
動
・
移
動
に

伴
っ
て
舞
台
が
変
わ
っ
て
い
く
小
説
を
選
ぶ
方
が
都
合
が
い
い
と

い
う
こ
と
も
あ
る
。

た
だ
、
日
本
の
外
の
地
域
を
題
材
・
舞
台
に
す
る
際
、
す
べ
て

の
地
域
を
網
羅
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
が
実
際
に
は
困
難
で
あ
る

以
上
、
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
取
捨
選
択
が
行
わ
れ
ざ
る
を
得
な
い

（
「
報
知
叢
談
」
は
翻
訳
な
の
で
選
択
の
範
囲
は
自
ず
か
ら
限
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
が
）
。
当
時
の
日
本
に
お
い
て
世
界
は
一
様
に

見
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
大
き
く
分
け
る
な
ら
「
文
明
開

化
」
の
「
西
洋
」
と
、
文
明
が
開
化
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
そ
れ

以
外
の
地
域
と
い
う
分
け
方
が
さ
れ
て
い
た
。
海
外
に
つ
い
て
の

情
報
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
「
西
洋
」
が
い
か
に
「
開

化
」
し
て
い
る
か
、
「
開
化
」
が
も
た
ら
す
利
益
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
を
伝
え
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
前

節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
改
良
後
の
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
海
外

情
報
を
伝
え
る
連
載
記
事
は
「
西
洋
」
に
つ
い
て
の
も
の
で
占
め

ら
れ
て
い
た
。
「
西
洋
風
俗
記
」
で
も
「
風
儀
習
俗
の
細
事
」
に

ふ

う

ぎ

し
う
ぞ
く

つ
い
て
知
る
こ
と
が
重
要
な
の
は
、
そ
れ
が
「
政
治
な
り
法
律
な

り
の
由
り
て

生

す
る

処

の
原
素
と
な
る
も
の
」
だ
か
ら
で
あ
る

し
よ
う

と
こ
ろ

げ

ん

そ



と
い
う
理
由
を
付
け
て
い
る

46

。
と
こ
ろ
が
小
説
で
は
対
照
的
に

「
西
洋
」
を
舞
台
に
し
な
い
小
説
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。冒

険
小
説
で
は
普
段
は
社
会
の
中
で
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
を
求

め
ら
れ
る
代
り
に
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
人
間
が
、

ル
ー
ル
で
保
護
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
ま
た
守
る
こ
と
を
求
め
ら
れ

な
い
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
辺
境
に
追
い
や
ら
れ
た
状
態
が
描
か
れ

る
。
こ
こ
で
い
う
辺
境
と
は
実
際
に
地
理
的
に
隔
絶
し
た
場
所
で

あ
る
必
要
は
な
い
。
今
言
っ
た
よ
う
な
社
会
の
保
護
か
ら
切
り
離

さ
れ
た
状
態
に
あ
り
さ
え
す
れ
ば
い
い
。
政
治
小
説
の
う
ち
の
多

く
は
以
上
の
よ
う
な
冒
険
小
説
的
な
要
素
を
含
み
、
辺
境
に
置
か

れ
る
こ
と
が
〈
国
民
〉
と
し
て
の
自
ら
の
存
在
が
問
わ
れ
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。
本
来
あ
る
は
ず
の
土
地
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
こ
と

で
、
〈
国
家
〉
に
よ
っ
て
生
を
管
理
＝
保
護
さ
れ
て
い
る
〈
国
民
〉

と
し
て
の
自
己
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
は
自
ら
を
〈
国
民
〉
と
し

て
創
造
・
想
像
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
こ
に
前
近
代
的

と
評
価
さ
れ
が
ち
な
政
治
小
説
が
は
ら
む
近
代
性
が
あ
る

47

。

「
報
知
叢
談
」
の
冒
険
小
説
を
そ
の
よ
う
な
〈
国
家
〉
、
「
想

像
の
共
同
体
」
の
生
成
と
結
び
つ
け
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
世
界
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
と
い
う
こ
と
自
体
、
自

分
自
身
が
世
界
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
位
置
に
い
る
か
と
い
う
こ

と
を
意
識
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
し
、
中
に
は
国
家
か
ら
切
り
離

さ
れ
た
登
場
人
物
た
ち
に
感
情
移
入
し
た
り
、
自
分
の
回
り
に
あ

る
の
と
は
全
く
異
な
る
自
然
・
風
俗
・
習
慣
と
い
っ
た
文
化
の
存

在
を
教
え
ら
れ
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
ら
が
日
本
の
国
民
と
し
て

（
保
護
さ
れ
て
）
あ
る
こ
と
、
か
つ
他
に
は
な
い
日
本
文
化
の
中

に
生
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
読
者
が
い
た
と
し
て
も
不
自
然

で
は
な
い
。
た
だ
、
本
論
で
は
〈
国
民
〉
を
生
成
す
る
こ
と
も
小

説
ジ
ャ
ン
ル
が
可
能
性
と
し
て
持
ち
う
る
機
能
で
あ
る
と
い
う
程

度
の
お
さ
え
方
に
と
ど
め
て
お
く
。

一
方
で
、
社
会
の
ル
ー
ル
・
制
度
と
の
間
の
齟
齬
、
そ
こ
か
ら

来
る
葛
藤
を
描
く
こ
と
を
狭
義
の
近
代
文
学
の
特
質
と
す
る
な

ら
、
そ
の
よ
う
な
社
会
か
ら
の
葛
藤
を
始
め
か
ら
放
棄
し
た
冒
険

小
説
は
な
る
ほ
ど
近
代
文
学
と
は
呼
び
に
く
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

ル
ー
ル
の
外
に
登
場
人
物
を
置
く
の
も
、
ル
ー
ル
の
中
で
の
葛
藤

に
登
場
人
物
を
直
面
さ
せ
る
に
せ
よ
、
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
人
間
を

保
護
し
か
つ
管
理
す
る
制
度
の
存
在
を
読
者
に
意
識
さ
せ
る
こ
と

に
は
違
い
は
な
い
。
必
ず
し
も
社
会
と
個
人
と
の
関
係
、
個
人
の

表
白
し
得
な
い
内
面
と
い
っ
た
も
の
だ
け
が
近
代
性
を
代
表
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
個
人
の
葛
藤
や
内
面
も
小
説
が
情
報
と
し
て
伝

え
る
「
世
界
万
国
」
の
「
風
儀
習

俗
の
細
事
」
の
一
つ
に
す
ぎ

ふ

う

ぎ

し
ゆ
う
ぞ
く

な
い
の
で
あ
る
。



「
報
知
叢
談
」
に
つ
い
て
、
本
論
で
は
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の

紙
面
の
中
だ
け
で
検
討
し
て
き
た
が
、
さ
ら
に
同
時
期
の
他
の
新

聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
新
聞
小
説
と
の
比
較
を
す
る
こ
と
で
、
そ

の
小
説
と
し
て
の
特
質
が
よ
り
明
確
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め

に
は
元
々
〈
小
新
聞
〉
の
系
統
を
受
け
継
ぐ
、
つ
ま
り
小
説
や
そ

の
原
型
と
な
る
〈
実
録
物
〉
〈
つ
づ
き
も
の
〉
を
以
前
か
ら
掲
載

し
て
い
た
新
聞
と
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
時
期
、

た
と
え
ば
『
讀
賣
新
聞
』
の
よ
う
に
以
前
か
ら
掲
載
し
て
い
た
小

説
の
系
列
に
加
え
て
、
坪
内
逍
遙
・
尾
崎
紅
葉
と
い
っ
た
新
し
い

人
材
を
導
入
す
る
こ
と
で
そ
れ
ま
で
と
異
な
る
小
説
を
取
り
入
れ

よ
う
と
し
て
い
る
新
聞
も
あ
り
、
当
時
の
読
者
階
層
の
と
ら
え
方

で
言
え
ば
下
向
き
の
変
革
を
し
て
い
る
新
聞
と
上
向
き
の
変
革
を

し
て
い
る
新
聞
が
共
存
し
て
い
る
状
態
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
両
方
の
向
き
が
交
錯
す
る
と
こ
ろ
に
「
近
代
文
学
」
の
場
所

が
作
り
出
さ
れ
て
い
き
、
そ
こ
か
ら
は
み
出
し
た
も
の
た
ち
は
「
文

学
」
で
は
な
い
も
の
と
し
て
排
除
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ

が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
視
野
を
広
げ
つ
つ
さ
ら
に
別
の
機
会
に

論
じ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

注
１

『
郵
便
報
知
新
聞
』
に
つ
い
て

は
柏
書
房
刊
の
復
刻
版
を
使
用
し
た
。

本
論
の
中
で
年
月
日
ま
で
記
し
た
引
用
は
す
べ
て
『
郵
便
報
知
新
聞
』
か

ら
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
あ
ら
た
め
た
が
、
人
名
な

ど
の
表
記
の
ゆ
れ
に
つ
い
て
は
原
文
の
ま
ま
に
引
用
し
た
。

２

や
は
り
そ
れ
だ
け
の
紙
面
で
は
不
十
分
な
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で

、
不

定
期
に
二
面
か
四
面
の
「
附
録
」
が
付
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

３

柳
田
泉
『
明
治
初
期
翻
訳
文
学
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
六
一
年
、
な

ど
。

４

高
木
健
夫
『
新
聞
小
説
史
稿
』
第
一
巻
、
三
友
社
、
一
九
六
四
年
、
本

田
康
雄
『
新
聞
小
説
の
誕
生
』
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
、
な
ど
。

５

手
塚
昌
行
「
泉
鏡
花
と
森
田
思
軒
」
『
国
文
学
研
究
』

、
一
九
六
三
年
、

28

藤
井
淑
禎
「
森
田
思
軒
の
出
発

―
「

報
知
叢
談
」
試
論

―
」
『
国
語

嘉
坡

通
信

と
国
文
学
』

巻
４
号
、
一
九
七
七
年
、
な
ど
。
他
に
『
報
知
叢
談
』
の

54

一
編
「
金
驢

譚

」
が
泉
鏡
花
「
高
野
聖
」
（
一
九
〇
〇
年
）
に
与
え
た

き
ん
ろ

も
の
が
た
り

影
響
を
論
じ
た
、
倉
知
恒
夫
「
西
洋
近
代
小
説
の
日
本
的
翻
案

―
森
田

思
軒
と
泉
鏡
花
」『
講
座
比
較
文
学
第
４
巻

近
代
日
本
の
思
想
と
芸
術
Ⅱ
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四
年
、
が
あ
る
。

６

「
新
嘉
坡
通
信
」
一
八
八
六
年
十
月
一
日
。

７

た
と
え
ば
一
八
八
七
年
一
月
十
六
日
に
掲
載
さ
れ
た
社
告
で
は
「
小
説

掲
載
方
の
事
」
と
い
う
言
い
方
が
さ
れ
て
い
る
。



８

「
年
始
芝
居

維
珍
頓
及
ひ
飼
猫
」
一
八
八
七
年
一
月
二
日
～
五
日
（
三

回
）
、
「
年
始
芝
居

四
十
の
山
賊
」
、
「
西
文
小
品

旅
館
の
夕
」
思
軒
居

士
（
次
の
「
幽
霊
新
郎｣

の
外
枠
の
話
）
一
八
八
九
年
四
月
五
日
、
「
西
文

小
品

幽
霊
新
郎
」
米
国

ア
ル
ヴ
ヰ
ン
グ
ス
・
一
八
八
九
年
四
月
十
日

～
二
十
日
（
九
回
）
一
八
八
七
年
一
月
七
日
～
十
五
日
（
八
回
）
、
「
衛
士
」

抱
一
庵
主
人
訳
・
一
八
八
九
年
十
一
月
二
十
五
日
～
十
二
月
八
日
（
十
回
）
。

９

「
仏
、
曼
、
二
学
士
の
譚
」
（Les

C
inq

C
ents

M
illiions

de
la
B
égum

）
、
「
天

外
異
譚
」（H

ector
Servadac

）
、「
煙
波
の
裏
」（Les

Forceurs
de
B
locus

）
、「
盲

目
使
者
」
（M

ichel
Strogoff

）
、
「
大
氷
塊
」
（Le

Pays
des

Fourrures

）
、
「
炭

坑
秘
事
」（Les

Indes
N
oires

）
、「
探
征
隊
」（Les

Enfants
D
u
C
apitaine

G
rant

）

の
七
つ
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
小
説
に
は
後
に
別
の
タ
イ
ト
ル
で
翻
訳
が
出

版
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
紹
介
は
省
略
す
る
。

『
志
別
土
商
人
の
物
語
』
矢
野
文
雄
訳
述
、
佐
藤
乙
三
郎
出
版
、
一
八

10
八
八
年
、
『
志
々
利
譚
』
小
栗
貞
雄
訳
、
佐
藤
成
文
堂
、
一
八
八
九
年
、
『
鉄

世
界
』
森
田
文
蔵
訳
述
、
集
成
社
、
一
八
八
七
年
（
「
仏
、
曼
、
二
学
士
の

譚
」
の
改
題
）
、
『
瞽
使
者
』
上
・
下
、
思
軒
居
士
刪
潤
、
報
知
社
、
一
八

八
八
年
（
「
盲
目
使
者
」
の
改
題
）
な
ど
。

遅
塚
麗
水
「
森
田
思
軒
氏
」
『
文
章
世
界
』
一
九
〇
六
年
五
月
（
引
用
は

11
明
治
文
学
全
集

『
明
治
少
年
文
学
集
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
四

95

四
六
頁
に
よ
る
）
。
た
だ
し
遅
塚
麗
水
が
報
知
社
に
入
社
し
た
の
は
一
八
八

九
年
の
こ
と
な
の
で
、
「
幻
影
」
掲
載
時
の
事
情
を
知
ら
な
か
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。

柳
田
泉
『
明
治
初
期
翻
訳
文
学
の
研
究
』
（
前
出
）
一
一
八
頁
。

12

柳
田
泉
『
明
治
初
期
翻
訳
文
学
の
研
究
』
（
前
出
）
四
四
五
頁
。

13

『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
三
巻
、
昭
和
女
子
大
学
光
葉
会
、
一
九
五

14
六
年
、
二
〇
七
頁
。

一
八
八
八
年
五
月
一
日
に
「
日
本
美
術
取
調
特
派
員
」
と
い
う
題
名
の

15
社
告
が
掲
載
さ
れ
、
九
鬼
隆
一
た
ち
の
京
都
・
大
阪
・
奈
良
・
滋
賀
・
和

歌
山
に
お
け
る
美
術
調
査
に
森
田
文
蔵
（
思
軒
）
を
特
派
員
と
し
て
同
行

さ
せ
る
こ
と
が
告
知
さ
れ
て
い
る
。
『
郵
便
報
知
新
聞
』
が
こ
の
調
査
を
重

要
視
し
て
い
た
こ
と
は
、
同
じ
社
告
が
同
月
三
日
・
五
日
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
。

思
軒
居
士
「
奈
良
よ
り
（
五
月

日
発
）
」
一
八
八
八
年
六
月
三
日
（
こ

16
の
記
事
に
は
五
月
二
十
六
日
に
奈
良
で
調
査
グ
ル
ー
プ
と
合
流
し
た
と
あ

る
）
、
同
「
奈
良
の
古
美
術

六
月
十
一
日
夜
奈
良
客
舎
に
於
て
」
一
八
八

八
年
六
月
二
十
～
二
十
二
日
（
法
隆
寺
夢
殿
で
の
救
世
観
音
の
発
見
を
伝

え
る
記
事
）
。

「
フ
ェ
ノ
ロ
サ
氏
の
演
説
」
一
八
八
八
年
六
月
十
五
～
十
七
日
。

17

「
大
和
地
方
美
術
品
の
調
査
済
」
一
八
八
八
年
六
月
二
十
七
日
。

18

東
京
創
元
社
、
二
〇
〇
九
年
。
副
題
は
「
古
典
ミ
ス
テ
リ
研
究
～
黒
岩

19
涙
香
翻
案
原
典
か
ら
ク
イ
ー
ン
ま
で
～
」
。
「
幻
影
」
の
原
作
者
・
原
作
の

同
定
に
つ
な
が
る
情
報
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
記
し
て
感
謝
に



代
え
た
い
。

『
英
文
学
の
地
下
水
脈
』
八
九
頁
（
前
出
）

20

『
英
文
学
の
地
下
水
脈
』
八
五
頁
（
前
出
）

21

『
英
文
学
の
地
下
水
脈
』
一
〇
五
頁
（
前
出
）

22

柳
田
泉
『
明
治
初
期
翻
訳
文
学
の
研
究
』
（
前
出
）
一
二
一
頁
。

23

「
高
嶋
石
炭
坑
々
夫
使
用
法
」
一
八
八
八
年
七
月
八
日
、
「
高
島
炭
坑
の

24
実
況
」
七
月
二
十
二
日
・
二
十
四
日
、
「
二
怪
報
は
共
に
先
つ
十
分
の
取
調

を
遂
く
可
し
」
八
月
十
六
日
、

「
社
員
派
遣
社
告
」
一
八
八
八
年
八
月
十
八
日
。

25

「
警
保
局
長
の
復
命
書
の
公
示
を
望
む
」
一
八
八
八
年
九
月
六
日
、
「
労

26
働
社
会
の
状
態
を
改
良
す
る
方
法
」
九
月
十
九
～
二
十
日
。

「

メ

デ

ィ

ア

と

し

て

の

小

説

―
一

八

九

〇

年

の

「

浮

城

物

語

」

報
知

異
聞

27

―
」
『
近
畿
大
学
日
本
語
・
日
本
文
学
』
７
、
二
〇
〇
五
年
三
月
。

「
彗
星
現
出
」
一
八
八
六
年
十
二
月
五
日
、
「
彗

星
の
事
」
一
八
八
七

ほ
ゝ
き
ほ
し

28
年
五
月
六
日
、
「
彗
星
現
は
る
」
一
八
八
八
年
六
月
三
十
日
、
「
日
食
に
関

す
る
心
得
」
一
八
八
八
年
八
月
六
日
・
七
日
・
九
日
、
「
白
光
の
図
」
「
日

コ
ロ
ナ

蝕
中
の
気
象
観
測
の
結
果
」
二
十
三
日
、
な
ど
。

「
万
国
博
覧
会
出
品
物
買
入
」
一
八
八
七
年
三
月
三
十
日
、
「
西
班
牙
の

29
万
国
大
博
覧
会
」
五
月
二
十
一
日
、
な
ど
。
「
万
国
大
博
覧
会
延
期
」
五
月

二
十
八
日
、
「
万
国
大
博
覧
会
の
出
品
物
」
六
月
二
日
、
な
ど
。

「
東
洋
大
勢
論
」
一
八
八
六
年
九
月
十
七
日
～
十
九
日
（
三
回
掲
載
）
、

30

「
露
国
の
挙
動
」
一
八
八
七
年
四
月
九
日
・
十
日
、
「
露
帝
の
巡
遊
」
一
八

八
八
年
十
月
十
六
日
、
な
ど
。

「
ア
ヨ
ー
ブ
可
汗
の
後
報
、
露
英
の
ア
フ
ガ
ン
境
界
論
ア
フ
ガ
ン
内
乱

31
の
鎮
定
」
一
八
八
七
年
十
月
十
一
日
。

「
露
帝

纔

か
に
一
糸
線
の

助

け
に
依
て
其
危
難
を
免
る
」
一
八
八
七
年

わ
づ

た
す

き
な
ん

32
五
月
四
日
、
「
露
国
の
不
穏
」
二
十
一
日
、
「
墺
利
亜
の
内
勢
と
東
欧
の
革

命
党
」
一
八
八
八
年
七
月
四
日
、
「
虚
無
党
の
捕
縛
」
二
十
一
日
、
な
ど
。

「
国
事
犯
の
公
訴
状
」
一
八
八
八
年
五
月
二
十
七
日
、
「
国
事
犯
公
判
の

33
景
況
」
六
月
二
日
、
以
後
裁
判
の
進
行
に
伴
っ
て
継
続
的
に
公
判
の
記
録

・
記
事
を
載
せ
、
ま
た
再
審
関
連
で
も
「
国
事
犯
事
件
の
公
判
」
一
八
八

八
年
七
月
六
日
、
「
大
井
憲
太
郎
氏
等
上
告
事
件
」
二
十
九
日
、
と
い
っ
た

記
事
が
掲
載
さ
れ
る
。

「
金
玉
均
氏
北
海
道
に
移
転
す
」
一
八
八
八
年
七
月
三
十
一
日
、
「
金
玉

34
均
氏
札
幌
に
着
す
」
八
月
十
一
日
、
な
ど
。

付
け
加
え
る
と
、
一
八
一
七
年
の
イ
ギ
リ
ス
を
舞
台
に
し
た
「
夢
中
夢
」

35
で

は
「
最
も
詭
激
を

極

め
た
る
革

命

党
」
の
メ
ン

バ
ー
が
登
場
し
、
小

き

げ

き

き
わ

か
く
め
い
と
う

説
の
結
末
で
危
う
く
「
国
事
犯
」
と
し
て
逮
捕
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
免
れ
る
。

石
橋
正
孝
「
編
集
者

ピ
エ
ー
ル
＝
ジ
ュ
ー
ル
・
エ
ッ
ツ
エ
ル
と
《
驚

36
異
の
旅
》
」
『
水
声
通
信

no.27

』
（
特
集
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
）
二
〇
〇

八
年
二
／
三
月
号
、
一
三
九
頁
。

一
八
八
六
年
九
月
十
六
～
二
十
日
（
五
回
掲
載
）
。
引
用
は
一
八
八
六
年

37



九
月
十
六
日
の
初
回
に
付
さ
れ
た
序
文
に
よ
る
。
な
お
、
初
回
だ
け
題
名

が
「
航
回
記
要
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
誤
植
と
判
断
し
て
「
回
航
記
要
」

で
統
一
し
た
。

一
八
八
七
年
二
月
一
日
に
同
時
に
掲
載
さ
れ
て
以
降
は
五
月
十
日
と
八

38
月
七
日
の
例
外
を
除
い
て
「
報
知
叢
談
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
期
間
に

「
西
洋
風
俗
記
」
が
掲
載
さ
れ
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
に
な
っ
て
い
る
。

「
西
洋
風
俗
記
」
一
八
八
六
年
九
月
十
六
日
。

39

「
問

芝
居
の
事
は
一
応
大

略
を

承

り
し
が
尚
ほ
詳

細
の
摸
様

し

ば
い

た
い
り
や
く

う
け
た
ま

な

し
や
う
さ
い

も

や
う

40
は
如
何
」
（
原
文
は
ふ
り
が
な
が
左
側
）
一
八
八
七
年
二
月
三
日
か
ら
一
八

八
七
年
二
月
二
十
日
（
「
問

其
続
は
如
何
」
）
ま
で
八
回
分
。

一
八
八
七
年
二
月
十
三
日
～
三
月
二
十
日
。
十
二
回
掲
載
。

41

一
八
八
七
年
二
月
十
五
日
～
三
月
十
八
日
。
二
十
二
回
掲
載
。

42

「
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
小
説
」
（
前
出
）
。

43

矢
野
龍
渓
「
「
浮
城
物
語
立
案
の
始
末
」
『
郵
便
報
知
新
聞
』
一
八
九
〇

44
年
六
月
二
十
八
日
～
七
月
一
日
。
引
用
は
『
明
治
文
学
全
集

矢
野
龍

15

渓
集
』
三
六
七
頁
に
よ
る
。

「
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
小
説

―
幸
田
露
伴
と
「
浮
城

45
物
語
」
論
争

―
」
『
近
畿
大
学
日
本
語
・
日
本
文
学
』
６
、
二
〇
〇
四
年

三
月
、
六
一
頁
。

「
難
民
・
亡
命
者
の
位
置

明
治
期
の
政
治
小
説
か
ら
見
え
て
く
る
も

46
の
」
『
述
』
（
近
畿
大
学
国
際
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
）
２
、
二
〇
〇
八
年

六
月
、
一
二
八
頁
。

「
西
洋
風
俗
記
」
一
八
八
六
年
九
月
十
六
日
。

47

「
難
民
・
亡
命
者
の
位
置

明
治
期
の
政
治
小
説
か
ら
見
え
て
く
る
も

48
の
」
（
前
出
）
。


